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令和４年度 企画管理部長「政策宣言」中間報告 

            企画管理部長 小塚 悟 
〇 令和４年度重要事業 
事 業 名 第３次射水市総合計画の策定 

目   標 

「未来世代から選ばれるまち いみず」を目指し、これまで以

上に満足度の高い新たなまちづくりを推進するため、市民意識調

査やタウンミーティング等で市民の皆様からいただいた意見を

踏まえるとともに、ウェルビーイングといった新たな観点も取り

入れながら、第３次射水市総合計画を策定します。 

進 捗 状 況 

昨年度から引き続き、射水市総合計画審議会（全体会）を４回、

部会（未来創造、安全安心、活力元気）を各４～５回開催して基

本構想及び基本計画の内容について協議し、素案を作成しまし

た。 
作成した素案についてはパブリック・コメントを実施し、市民

から広く意見を募集したところです。 

今後の対応 
パブリック・コメントでいただいたご意見等を踏まえて、審議

会で計画案の修正について協議を行い、とりまとめた計画案につ

いて審議会からの答申を受けた後、市議会に議案を提出します。 
 

事 業 名 行財政改革の推進 

目   標 

本市の補助金制度の適正な運用を図り、市の政策目的を効率的

かつ効果的に実現していくため、補助金ガイドラインの策定に取

り組むほか、引き続き第４次行財政改革大綱及び集中改革プラン

の進行管理に努めるなど、着実に行財政改革を進めます。 

進 捗 状 況 

 補助金適正化に関するガイドラインについては、行財政改革推

進会議での審議を経て９月市議会で報告し、策定しました。 
 第４次行財政改革集中改革プランについては、民間提案制度の

導入やＤＸの推進といった取組について追加や変更を行い、令和

４年度改訂版を９月に公表しました。 

今後の対応 

 補助金適正化に関するガイドラインに沿って、補助金の適正な

運用を図るとともに、行財政改革大綱及び集中改革プランに掲げ

た取組を着実に実行し、引き続き行財政改革を推進してまいりま

す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
事 業 名 ＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）の推進 

目   標 

新たなデジタル技術を活用し、市民サービスの充実と利便性向

上を図るため、本市をフィールドとした高等教育機関との共同研

究に取り組みます。 
また、多様化するニーズへの対応など市民サービスの充実を図

るため、ＡＩ（人工知能）やＲＰＡ（ロボット）を活用した定型

業務の自動化による業務の効率化に努めます。 

進 捗 状 況 

 「新しい地域交通」、「シェア社会」、「健康管理」の３つのテー

マについて、富山県立大学ＤＸ教育研究センターと共同で研究を

進めています。 
 また、ＲＰＡを活用して定型業務の自動化を促進するなど、行

政事務の効率化に努めました。 

今後の対応 

 ＤＸの推進に向けたワーキンググループに富山県立大学の教

員や学生も参加していただき、大学が持つ先端的な技術や知見を

活かして、市民の利便性向上につなげていくための調査・研究を

引き続き進めます。 
 



令和４年度 財務管理部長「政策宣言」中間報告 

            財務管理部長 北 辰巳 
〇 令和４年度重要事業 
事 業 名 税財源の確保及び健全な財政運営 

目   標 

新型コロナウイルス感染症による市税への影響の把握に努め

るとともに、引き続き、公平・公正な課税の実施、多様な納付環

境の整備と適正な滞納処分の執行による税財源の確保に努めま

す。 
また、中長期的な財政見通しを踏まえ、事務事業の適正化や基

金への積立て、市債の繰上償還を行うなど、健全な財政運営に努

めます。 

進 捗 状 況 

法人に対するアンケート調査の実施及び公的機関等が発表す

る経済指標を確認するなど新型コロナウイルス感染症による市

税等への影響の把握に努めるとともに、地方税法等の規定に基づ

き、公平・公正な賦課と徴収率の向上に努めています。 
 また、今後の公債費負担の軽減を図るため、９月補正予算にお

いて市債の繰上償還に係る経費を予算化するなど、将来を見据え

た財政運営に努めました。 

今後の対応 

引き続き、公平・公正な賦課に努めるとともに、滞納処分を適

正に執行し、また、現年度課税分の未納催告を強化するなど、徴

収率の向上に努めます。 
また、新型コロナウイルス感染症が長期化するなど引き続き厳

しい財政運営が想定される中、将来を見据え、健全財政を堅持し

ていく取組を進めていきます。 
 

事 業 名 防災・減災対策の推進 

目   標 

地域振興会など一定の地区の居住者及び事業者によって、自発

的に行われる防災活動について定める地区防災計画の策定支援

に取り組み、地域コミュニティにおける共助による防災活動を推

進します。 
また、防災士や自主防災組織のリーダーの育成・活動支援に努

めるとともに、市職員の研修や訓練の実施など、災害時における

迅速な対応の確保に努めます。 

進 捗 状 況 

 地区防災計画については、新型コロナウイルス感染症拡大の影

響等を踏まえながら計画策定に向けた調整を進めています。 
 市総合防災訓練については、１０月２３日に池多地区において

地域住民、市職員や関係機関が連携し、新型コロナウイルス感染

症に対応した避難所開設訓練などを実施する予定としており、開

催に向けた準備を進めています。 

今後の対応  地区防災計画策定に向けた支援に引き続き取り組むとともに、

自主防災組織及び防災士等の地域防災リーダー育成に努めます。 



 
 
 
 
 

事 業 名 公共施設等のマネジメントの推進 

目   標 

今年度から導入した公共施設包括管理業務を着実に実施し、施

設の安全性の向上や業務の効率化に努めます。 
また、広く民間事業者との連携を進め、新たなアイデアやノウ

ハウを生かした公共施設等のマネジメントを推進します。 

進 捗 状 況 

 市内事業者や包括管理業務受託者と連携し、きめ細かな修繕を

実施するなど、公共施設の安全性・快適性の向上につなげました。 
 県内初となる「公共施設及び未利用市有地等に関する民間提案

制度」を実施し、広く民間事業者から、公共施設等が抱える課題

の解決につながる提案を募集しました。 

今後の対応 

 引き続き、公共施設の安全性等の向上に取り組むととともに、 

民間事業者からの提案については、審査の上、事業化に向けた協

議に着手するなど、公民連携による公共施設マネジメントの推進

を図ります。 
 



令和４年度 市民生活部長「政策宣言」中間報告 

            市民生活部長 長谷川 寛和 
〇 令和４年度重要事業 
事 業 名 市民活躍の推進 

目   標 

性別に関わりなく、誰もが個性と能力を発揮して、活力ある地域

社会を築くため、市内企業等における女性リーダーの育成とネット

ワークづくりを目的とした女性活躍塾を開催するなど、女性をはじ

め市民がいきいきと活躍できる環境づくりに取り組みます。 

進 捗 状 況 

 女性リーダーの育成などを目的とした「いみずキャリアステップ

応援塾」を８月に開講し、１２月まで全５回のワークショップ等を

行います。 
 また、女性のためのキャリアアップ応援補助制度を創設し、就業

や起業を目指す方の支援に取り組んでいます。 

今後の対応  引き続き、女性活躍の推進に取り組むとともに、性別に関わりな

く、市民の誰もがいきいきと活躍できる環境づくりに努めます。 
 

事 業 名 持続可能で利用しやすい公共交通の推進 

目   標 

射水市ＤＸビジョンに掲げた、デジタル技術を取り入れた新たな

モビリティサービスの導入を見据え、公道での自動運転車両の運行

における課題を調査します。 
また、高齢者等の近距離移動手段の確保に取り組む地域の拡大

や、越中大門駅のバリアフリー化に取り組むなど、持続可能で利用

しやすい公共交通の推進に努めます。 

進 捗 状 況 

自動運転車両の運行については、８月に民間事業者と業務委託契

約を締結し、課題の調査・分析を進めています。 
高齢者等の近距離移動手段の確保については、地域主体の取組を

支援する補助制度を地域振興会に説明するなど、普及に努めていま

す。 
越中大門駅のバリアフリー化については、実施主体であるあいの

風とやま鉄道（株）において基本設計に着手されており、本市も連

携し、取組を進めています。 

今後の対応 
 高齢者等の近距離移動の取組に対する本市の支援制度を一層啓

発するなど、引き続き、持続可能で利用しやすい公共交通の推進に

向け取り組んでまいります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
事 業 名 再生可能エネルギービジョンの策定 

目   標 

2050 年カーボンニュートラルの実現に向け、温室効果ガス排出

量の推計や再生可能エネルギー導入の可能性を調査するとともに、

再生可能エネルギー導入目標や導入促進のための取組を検討し、本

市における将来ビジョンや脱炭素シナリオを作成します。 

進 捗 状 況 

「射水市再生可能エネルギービジョン」の基礎調査として、本市

における温室効果ガス排出の現状と課題を整理するとともに、将来

推計を行い、地域特性に合わせた再生可能エネルギーの導入に向け

た施策を取りまとめています。 

今後の対応 
年度末のビジョン公表に向け、再生可能エネルギーの導入目標の

設定、導入促進のための具体的な施策を検討していきます。 
 



令和４年度 福祉保健部長「政策宣言」中間報告 

            福祉保健部長 小見 光子 
〇 令和４年度重要事業 
事 業 名 新型コロナウイルス感染症拡大防止対策の推進 

目   標 新型コロナワクチン接種の推進や感染防止対策の徹底など、引

き続き関係機関と連携し、感染症のまん延防止に努めます。 

進 捗 状 況 

ワクチン接種は、１２歳以上の約７５％が３回目の接種を終

え、小児（５～１１歳）の約２５％が２回目の接種を終えており、

現在１２歳以上の４回目の接種及び小児の３回目の接種を行っ

ています。 
また、市新型コロナウイルス感染症対策本部会議を開催し、市

長メッセージの発出や市のホームページ、ＬＩＮＥ、広報紙等で

感染防止対策の周知を図りました。 

今後の対応 

１２歳以上のオミクロン株対応ワクチンの接種及び小児の３

回目の接種の推進や乳幼児（６か月～４歳）の接種体制の整備に

努めてまいります。 
また、市広報媒体等により感染防止対策の周知を行ってまいり

ます。 
 

事 業 名 子育て支援の推進 

目   標 

安心して子どもを産み育てることができるよう、産後家事サポ

ート事業や多胎ピアサポート事業を拡充するとともに、令和４年

１０月から子ども医療費の助成対象年齢を入院・通院ともにこれ

までの１５歳から１８歳までに拡大するなど、子育て環境の更な

る充実を図ります。 

進 捗 状 況 

産後家事サポート事業については、今年度より利用できる対象

者を生後６か月未満（多胎の場合は生後１年未満）までに拡充し、

８月末まで３８件の利用がありました。また、多胎ピアサポート

事業を９月末まで５回開催し、多胎児を持つ妊産婦の悩みを解消

できるよう、仲間づくりとなる場を提供しています。 
子ども医療費助成については、関係機関との連携を図り、１０

月診療分から入院・通院ともに１８歳（高校生世代）までに拡充

しました。 

今後の対応 

引き続き、安心して子どもを産み育てることができるよう妊産

婦支援事業の充実に努めてまいります。 
また、子ども医療費助成については、引き続き子どもの疾病の

早期治療を促進するとともに、今後も子育て世帯の負担軽減に努

めてまいります。 
 



 
 
 
 
 
事 業 名 健康寿命の延伸に向けた健康づくりと介護予防の推進 

目   標 

市民一人ひとりが自ら健康な生活習慣に取り組めるよう、８つ

の行動目標「Let’s トライ！IMIZUSHI 健康８
エイト

」の普及を図る

とともに、生活習慣病の発症や重症化の予防に向けた効果的かつ

継続的な保健事業を推進します。 
また、高齢者が楽しみながら介護予防やフレイル予防ができる

よう、運動習慣の獲得や健康増進につながる活動の普及に努めま

す。 

進 捗 状 況 

 ８つの行動目標「Let’s トライ！IMIZUSHI 健康８」の普及

啓発を図るため、広報、ホームページ、LINE 配信による情報発

信、「健康８劇場」の放映、図書館の企画展示を実施しています。 
また、保健事業では、生活習慣病等の未治療者や治療中断者に

受診勧奨や保健指導を実施し、重症化予防に取り組むとともに、

100 歳体操やノルディックウォーク体験会を実施するほか、新た

に「公園で元気アップ in 足洗」事業を開始する等、介護予防に

取り組んでいます。 

今後の対応 

 市民がより健康的な生活習慣を生活に取り入れて、自ら取り組

めるよう健康づくりを支援していくとともに、特定健診及びがん

検診の受診率の向上を図ります。 
 生活習慣病の予防に向けた保健事業について、中でも糖尿病予

防として働き盛りの世代でも参加しやすいよう「糖尿病予防オン

ライン健康相談」を実施します。 
 また、関係機関との連携を図り、保健事業と介護予防事業を一

体的に実施してまいります。 
 



令和４年度 産業経済部長「政策宣言」中間報告 

            産業経済部長 宮本 康博 
〇 令和４年度重要事業 
事 業 名 中小企業等への支援の実施 

目   標 
新型コロナウイルス感染症の長期化により、経営に多大な影響

を受けている中小企業や個人事業者に対して、ウィズコロナにお

ける事業の活性化に向けた支援の充実に取り組みます。 

進 捗 状 況 

 飲食・宿泊事業者への支援として、キャッシュレス決済による

ポイント還元事業を８月１日から９月３０日までの２か月間実

施したほか、１１月中旬から地域商品券発行事業を実施し、地域

経済の活性化を図ることとしています。加えて、コロナ禍を転換

期と捉え、ＤＸ化を推進する中小企業者に対し、相談会や補助金

制度で支援しています。 

今後の対応  社会経済情勢を的確に捉え、引き続き中小企業や個人事業者へ

の支援に努めてまいります。 
 

事 業 名 観光の振興と移住定住の促進 

目   標 

「射水市観光振興計画」の見直し作業の中で、ウィズコロナ・

アフターコロナにおける観光の多様化への対応や、観光施設の更

なる活用など、具体的取組を検討します。 
また、移住定住への支援を行うことにより、これまで以上に観

光客や移住希望者に選ばれる地域づくりを進めます。 

進 捗 状 況 

射水市観光振興計画の見直しについては、観光客及び観光関連

事業者アンケート等を実施し、課題の整理と今後の施策について

協議をしています。 
移住支援については、県等と連携して７月と９月に首都圏で移

住相談会を開催したほか、移住希望者に現地案内を行うなど、移

住先として選ばれるよう本市の魅力を発信しています。 

今後の対応 

射水市観光振興計画の見直しについては、今後、素案を取りま

とめた後パブリックコメントを実施します。また、移住体験ツア

ーの開催を通じ、本市の移住先としての魅力を発信してまいりま

す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
事 業 名 持続可能な農林水産業の推進 

目   標 

水田農業におけるもみ殻を活用した循環型農業の振興や主食

用米から園芸作物等への転換支援、水産業における資源管理型漁

業の支援を行う等、いみずのブランド力向上による持続可能な農

林水産業の推進に努めます。 

進 捗 状 況 

農業では、もみ殻シリカ灰を原料とした土壌改良資材（地力増

進）肥料の実証や、園芸作物等への転換の取組について支援した

ほか、燃料高騰対策として米・大麦・大豆の生産者に対し、緊急

的に支援しています。 
水産業では、シロエビを対象魚種とした水産エコラベル漁業認

証取得に向け支援しています。 

今後の対応 
引き続き本市農林水産業が抱える課題解決を図るとともに、燃

料や肥料等の高騰対策等、農林水産業の経営安定化に努め、持続

可能な農林水産業を推進してまいります。 
 



令和４年度 都市整備部長「政策宣言」中間報告 

            都市整備部長 吉田 忠 
〇 令和４年度重要事業 
事 業 名 安全・安心な道路網の確保 

目   標 

地域を連絡する道路や生活に密着した道路の整備を進め、交通

ネットワークの強化を図ります。 
また、橋梁の長寿命化や幹線道路の補修工事を実施し、安全で

安心して利用できる道路環境を確保します。 

進 捗 状 況 
市道朴木赤井線・大門針原線・三ケ３４号線の道路改良工事、

作道橋・山王橋の橋梁長寿命化修繕工事及び市道本田土合線・大

門本江大白線・今井小杉白石線の舗装工事を実施しました。 

今後の対応 
引き続き、道路改良工事、橋梁長寿命化修繕工事及び舗装補修

工事に取り組み、交通ネットワーク強化と安全で安心な道路環境

の確保に努めます。 
 

事 業 名 憩いとうるおい環境の充実 

目   標 
にぎわいや憩いの場を創出する公園については、民間活力を生

かした公園整備や公園施設の計画的な更新や補修により、快適性

や機能の充実を図ります。 

進 捗 状 況 

本開発地区土地区画整理事業内において、民間活力を生かした

公園整備の事業者を公募により選定しました。 
また、計画的な公園施設更新として、足洗潟公園の南側のトイ

レ更新工事を施工しています。 

今後の対応 

民間活力を生かした公園整備については、来年度の完成に向け

て事業推進に努めます。 
また、足洗潟公園トイレ更新工事については、年内の完成に向

けて施工を進めていきます。 
 
事 業 名 住環境の充実 

目   標 

災害に強く安全で快適な住環境づくりを推進するため、引き続

き、木造住宅の耐震化を促進するとともに、老朽空き家の対策支

援を行います。 
また、市営住宅の適正な維持管理及び長寿命化を進めます。 

進 捗 状 況 

木造住宅耐震改修等事業で５件、老朽危険空き家の解体で７件

の補助を実施しました。 
また、市営住宅については、殿村市営住宅１号棟において屋上

防水工事を実施しています。 

今後の対応 

引き続き木造住宅の耐震化及び老朽危険空き家の解消に努め、

災害に強く安全で快適な住環境づくりに取り組みます。 
 また、市営住宅の長寿命化等を推進するとともに、適切な維持

管理に努めます。 
 



令和４年度 上下水道部長「政策宣言」中間報告 

            上下水道部長 夏野 吉史 
〇 令和４年度重要事業 
事 業 名 水道施設整備事業 

目   標 
主要施設の長寿命化や設備更新のほか効果的な管路更新に取

り組み、安定給水と耐震化を推進し、水道施設の強靭化を図りま

す。 

進 捗 状 況 
１０月に鳥越調整場低区調整池の耐震補強及び大規模補修が

完了し、１１月中旬には供用開始します。 
また、配水管更新事業についても順次整備を進めています。 

今後の対応  主要施設の設備更新や効率的な管路更新を推進し、安定供給に

向けた事業に取り組んでまいります。 
 

事 業 名 雨水対策事業 

目   標 
近年の激甚化・頻発化する豪雨による浸水被害の軽減を図るた

め、片口、枇杷首、作道及び小島地内の雨水対策事業の推進に取

り組み、施設の早期整備に努めます。 

進 捗 状 況 

片口地内は函渠工事が７月末に完了し、供用を開始しました。 
また、作道、枇杷首地内は工事発注を終え、完成に向け整備を

進めていきます。小島地内は関係者との協議を行い、調査、設計、

用地取得を進めていきます。 

今後の対応 
引き続き、発注済の工事は着実な進捗を図ると共に、設計業務

等を実施している箇所は早期工事着手に向け取り組んでまいり

ます。 
 
事 業 名 広報・広聴の充実 

目   標 

「水道ビジョン」及び「下水道ビジョン」に掲げた事業を確実

に実施するとともに、広域及び官民連携などによる効率化に取り

組み、将来にわたり持続可能な事業運営基盤の確立に努めます。 
また、生活に欠かせない上下水道事業の状況を、広報誌やホー

ムページを活用し、わかりやすく市民の皆様にお伝えします。 

進 捗 状 況 
 主要施設の長寿命化や雨水対策の函渠工事などビジョンに掲

げた今年度事業は概ね順調に進捗しており、広域及び官民連携等

の協議についても将来を見据えた協議を実施しています。 

今後の対応 
 昨年度に引き続き、市民の皆様へ上下水道事業の情報をわかり

やすく伝えるための広報誌作成に取り組んでまいります。 
 



令和４年度 会計管理者「政策宣言」中間報告 

            会計管理者 渡邉 昇信 
〇 令和４年度重要事業 
事 業 名 公金の安全でより効率的な管理・運用 

目   標 正確な収支見通しの把握に努めるとともに、安全性の確保を最

優先とし、より効率的な公金の管理・運用を図ります。 

進 捗 状 況 
 市税、地方交付税等の収入状況、工事請負費等の支払見込及び

前年度の収支実績等を参考に正確な収支見通しの把握に努めて

います。 

今後の対応  引き続き、安全でかつ有利な公金管理と資金運用に努めます。 

 

事 業 名 公金取扱状況検査の実施 

目   標 
各課・出先機関等への公金取扱状況検査を実施し、適正な会計

事務が行われるよう指導するとともに、公金の取扱いに対する職

員の意識向上を図ります。 

進 捗 状 況  金融機関２か所で現地検査を実施し、適正な執行の確認と事務

の指導を行いました。 

今後の対応  各課・出先機関への現地検査（１２か所予定）を来年２月末ま

でに実施します。 
 
事 業 名 適正な会計事務の執行 

目   標 法令等に基づき、厳正かつ迅速な伝票審査を行い、公金の適正

で確実な支払事務の執行に努めます。 

進 捗 状 況 
 会計事務担当職員に対し、適切な会計処理と事務の効率化を図

るための指導を目的とした研修を５月に実施しました。 

今後の対応 
 引き続き、適正かつ確実な支払事務の執行に努めます。 

 



令和４年度 教育委員会事務局長「政策宣言」中間報告 

           教育委員会事務局長 久々江 豊 
〇 令和４年度重要事業 
事 業 名 持続可能な部活動、学校の働き方改革の推進 

目   標 

令和５年度からの休日の部活動の段階的な地域移行に向け、運

動部活動におけるモデル事業を実施し、活動場所や指導者の確保

などの課題を整理し、円滑に地域移行できるよう取組を進めると

ともに、教員の部活動従事に伴う多忙化を解消し、学校の働き方

改革の推進に努めます。 

進 捗 状 況  ９月からモデル事業として３競技で休日の地域移行（バスケッ

トボール、剣道、柔道）を開始しました。 

今後の対応 
 モデル事業での成果と課題を検証するとともに、スポーツや文

化芸術の関係諸団体と対話を重ねながら、休日の学校部活動の円

滑な地域移行に取り組みます。 
 

 

事 業 名 心身ともに健やかな子どもの育成 

目   標 

本市では、家族とのふれあいや団らんが子どもの健全な成長に

繋がるものとして毎月２５日を家族との時間を大切にする「あっ

たか家族の日」としており、市内企業や各種団体と連携し「あっ

たか家族」の普及啓発に努めます。 
また、不安を抱えている児童生徒や家庭への支援を推進するた

め、引き続き家庭教育専門支援員等による教育相談体制の充実に

努めます。 

進 捗 状 況 

射水市 LINE 公式アカウントを利用した「あったか家族応援割

引クーポン」の配信など、市内企業や団体と協力し、「あったか

家族」の普及啓発活動を展開しました。 
 また、家庭教育専門支援員を２名配置し、学校やスクールソー

シャルワーカー、関係機関等と連携しながら、不安を抱えている

児童生徒の支援を行いました。 

今後の対応 

 市内企業や団体と連携協力しながら、「あったか家族応援割引

クーポン」の利用者数を伸ばすなど、家族との団らんを促進する

企画を実施することで、「あったか家族」の更なる普及を図りま

す。 
 また、引き続き、家庭教育支援員を配置し、不安を抱えている

児童生徒の家庭支援の充実を図ります。 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
事 業 名 文化財の保存とフットボールセンターの活用 

目   標 

国重要無形民俗文化財である放生津八幡宮祭曳山・築山行事の

保存活用計画の作成に着手するとともに、文化庁の地域文化財総

合活用推進事業を活用し、稚児舞や海老江・大門曳山行事の保存

継承のための支援を行います。 
また、４月にオープンしたオリバースポーツフィールド射水

（フットボールセンター）の利用促進に努めるとともに、周辺の

賑わい創出に努めます。 

進 捗 状 況 

 国指定「放生津八幡宮祭曳山・築山行事」保存活用計画につい

ては、文化財保護団体と連携して作成に取り組んでおります。文

化庁の地域文化財総合活用推進事業を活用した用具等整備につ

いては、令和５年３月までの完成に向け、文化財保護団体への指

導・助言等の支援を行っています。 
 オリバースポーツフィールド射水については、施設のＰＲや利

用促進に努め、オープンから９月末までの利用者数が約３５，０

００人となりました。 

今後の対応 

 国指定「放生津八幡宮祭曳山・築山行事」保存活用計画の令和 
５年度策定に向けて、引き続き進めます。 
オリバースポーツフィールド射水については、引き続き、利用

促進に努めるとともに、１１月１９日には施設運営委託事業者と

連携したイベント「オリスポフェス２０２２」を開催し、賑わい

創出を図ります。 
 



令和４年度 消防長「政策宣言」中間報告 

           消防長 竹内 秀樹 
〇 令和４年度重要事業 
事 業 名 社会情勢等の変化に対応した防火対策の推進 

目   標 

市内で高齢者宅からの火災が相次いだことから、高齢者への住

宅防火対策について、老人会、１００歳体操等を活用するなど、

機会をとらえて効果的に啓発します。 
また、高齢者人口の増加に伴い社会福祉施設の増加が予想され

ることから、社会福祉施設等における避難訓練・査察により防火

安全性の向上を図ります。 

進 捗 状 況 

 高齢者への火災予防普及啓発を、高齢者が集う１００歳体操な

どのイベントと合わせて行いました。 
また、社会福祉施設で夜間に対応した避難訓練を行い、施設職

員と災害時の手順を確認し、安全性の向上に努めました。 

今後の対応 
引き続き、機会を捉え高齢者の方々に防火指導を行うととも

に、施設を対象とした消防訓練を火災予防運動期間中に実施し、

施設職員との更なる連携を図ります。 
 

事 業 名 救命率の向上 

目   標 

救急救命士を指導する立場の人材を養成し、救急教育計画に基

づく訓練、学習を行い、知識・技能の維持・向上を図り、より質

の高い救急業務を実施します。 
また、１１９番受付時の応急手当の口頭指導やドクターヘリの

要請を的確に判断し、救命率向上に努めます。 

進 捗 状 況 

 救急救命士を指導する指導救命士を１名養成し、２名体制とし

ました。 
また、改定した救急教育計画に基づき、訓練、研修を実施し、

救急隊員、通信司令員の更なる知識、技能の向上を図りました。 
救急業務においても、新型コロナウイルス感染症の影響を受け

ながらも救命活動を的確に実施できました。 

今後の対応 
引き続き救急教育計画に基づき多数の傷病者への対応訓練を

行います。また、市民向けに応急手当の動画を公開し救命率の向

上に努めます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
事 業 名 大規模災害への対応力の強化 

目   標 

災害発生時に欠かすことのできない消防団員の加入促進及び

消防団員の活動環境整備に努めます。 
また、近年多発する地震や集中豪雨等の自然災害に対し、消防

職団員への研修を実施し、消防としての対応力の向上を図りま

す。 

進 捗 状 況 

 自主防災訓練等で市民に対し消防団の重要性を説明し、加入へ

の理解促進を図りました。 
また、団員の活動環境整備については、防火ヘルメット、防火

衣を更新して安全性を高めており、分団屯所の改修、整備も合わ

せて進めています。 

今後の対応 

 今後も消防団の重要性・イメージアップのための活動や働きか

けを行い、団員の加入促進に努めます。 
 大規模災害への対応についても、消防団協力事業所の拡充し、

協力体制の強化を図ります。 
また、消防職団員に災害発生時の対応について研修を行い、対

応力の向上に努めます。 
 



令和４年度 市民病院事務局長「政策宣言」中間報告 

           市民病院事務局長 中野 剛 
〇 令和４年度重要事業 
事 業 名 健全経営に向けた経営の強化 

目   標 

地域の中核病院として、地域医療の確保と高度で質の高い医療

を持続的に提供していくため、医師の確保、救急医療体制の充実、

地域連携の強化により患者確保に取り組み、経営改善を図ること

で健全な病院運営に努めます。 

進 捗 状 況 

 医師については内科医師が１名減少となりましたが、新型コロ

ナウイルス感染症が拡大している中であっても、患者確保の取組

により救急搬送件数や紹介患者数が前年度を上回るなど、患者数

の確保が図られています。 

今後の対応 
 引き続き、救急医療体制の充実や地域連携強化による患者確保

に努めるとともに、医師別に目標設定した上で入院患者確保に努

めて経営改善を図ってまいります。 
 

事 業 名 新興感染症への対応 

目   標 

ＩＣＤ（インフェクションコントロールドクター）や感染管理

認定看護師の配置や拡充を図るとともに、検査や患者受入体制を

強化するなど感染対策に取り組み、新型コロナウイルス感染症を

始めとした新興感染症拡大防止に努めます。 

進 捗 状 況 
 ５月１０日に富山県から「新型コロナウイルス感染症重点医療

機関」の指定を受け入院体制を強化しました。また、現在２名在

籍している感染管理認定看護師の増員を図っています。 

今後の対応 
 第８波の到来に備え、入院患者を受け入れるための即応病床の

段階を拡充（富山県病床確保計画のフェーズ１から受入実施）す

るなど、感染拡大防止に努めます。 
 
事 業 名 地域包括ケアの推進 

目   標 

地域包括ケア病棟を活用し、医療機関や介護施設からの在宅療

養患者等の積極的な受け入れや在宅復帰支援を行うことで、地域

の基幹病院として医療・介護連携を推進するとともに、住み慣れ

た地域で安心して暮らせる環境の構築に努めます。 

進 捗 状 況 

 地域包括ケア病棟への医療機関からの転院や介護施設からの

直接入院など、患者の積極的な受け入れに取り組んでおり、毎月

の受入患者数は目標数に対して概ね計画どおりに推移していま

す。 

今後の対応 
 近隣医療機関や介護施設との連絡を密にして連携強化を図る

ことで、介護施設からの直接入院やレスパイト入院など、地域包

括ケア病棟の活用を推進します。 
 
 



 
 
 
 
 

事 業 名 専門外来の充実 

目   標 
「鼠径ヘルニア日帰り手術センター」や「子どものこころの外

来」などの専門外来の充実を図り、地域住民が必要としている幅

広い医療の提供に努めます。 

進 捗 状 況 

 「鼠径ヘルニア日帰り手術センター」の開設により手術件数の

増加に繋がっているほか、「子どものこころの外来」については、

診療・検査ともに多くの患者に利用いただき、多くの予約が埋ま

っている状況です。 

今後の対応 
 医療需要に応じた体制の見直しや改善を図り、専門外来の充実

を図ってまいります。 
 


